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○
今
別
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

今
別
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
め

る
た
め
。

○
今
別
町
職
員
の
旅
費
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改

正
等
に
伴
い
、
今
別
町
職
員

の
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
た
め
。

○
今
別
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改

正
等
に
伴
い
、
今
別
町
特
別

職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
た
め
。

○
今
別
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改

正
等
に
伴
い
、
今
別
町
特
別

職
の
職
員
の
給
与
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
た
め
。

８
５
２
，
６
４
２
千
円
と
し

た
も
の
。

条
例
関
係

○
今
別
町
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

第
三
次
地
方
分
権
一
括
法

に
よ
る
介
護
保
険
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
条
例
を
制
定

す
る
た
め
。

○
今
別
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

第
三
次
地
方
分
権
一
括
法

に
よ
る
介
護
保
険
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
条
例
を
制
定

す
る
た
め
。

○
今
別
町
道
の
駅
事
業
特
別

会
計
設
置
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
事
業
の
円
滑
な
運
営

と
そ
の
経
理
の
適
正
を
図
る

た
め
、
今
別
町
道
の
駅
事
業

特
別
会
計
を
設
置
す
る
。

○
今
別
町
観
光
Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ザ

　

第
４
１
９
回
定
例
会
が
平

成
27
年
３
月
６
日
招
集
さ
れ
、

11
日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
専

決
２
件
、
条
例
18
件
、
平
成

26
年
度
補
正
予
算
７
件
、
平

成
27
年
度
当
初
予
算
８
件
、

そ
の
他
４
件
、
追
加
議
案
１

件
あ
わ
せ
て
40
議
案
で
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・

可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

専
決
報
告

○
専
決
16
号　

平
成
26
年
度

今
別
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　

福
祉
灯
油
購
入
助
成
事
業

や
米
価
に
伴
う
農
家
補
助
金

等
の
予
算
措
置
が
早
急
に
必

要
と
な
り
、
歳
出
に
総
額
６

０
０
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
２
，
８
２
４
，
５
０

６
千
円
と
し
た
も
の
。

○
専
決
17
号　

平
成
26
年
度

今
別
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　

多
機
能
型
車
両
及
び
医
療

機
器
購
入
費
等
の
予
算
措
置

が
早
急
に
必
要
と
な
り
、
歳

出
に
２
８
，
１
３
６
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
，

設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

今
別
町
観
光
Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ザ

設
置
条
例
を
廃
止
す
る
た

め
。

○
今
別
町
道
の
駅
い
ま
べ
つ

設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
今
別
町
の
観
光
情
報

の
発
信
と
人
的
、
物
的
交
流

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
今

別
町
道
の
駅
い
ま
べ
つ
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
必
要

な
事
項
を
定
め
る
た
め
。

○
今
別
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
、
勤
務
時
間
等
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

教
育
公
務
員
特
例
法
の
改

正
に
伴
い
条
例
を
廃
止
す
る

た
め
。

○
今
別
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
教
育
長
の
勤
務

時
間
等
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
。

○
今
別
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

教
育
公
務
員
特
例
法
の
改

正
に
伴
い
条
例
を
廃
止
す
る

た
め
。

○
今
別
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

第
三
次
地
方
分
権
一
括
法

に
よ
る
介
護
保
険
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
た
め
。

○
今
別
町
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

第
三
次
地
方
分
権
一
括
法

に
よ
る
介
護
保
険
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
た
め
。

○
今
別
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
、
介
護
保
険
料
等
の
改
正

の
た
め
。

【
第
４
１
９
回　

　

３
月
定
例
会
】

第419回　３月定例会
議 案 審 議
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○
今
別
町
キ
ャ
ン
プ
場
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

誘
客
向
上
へ
向
け
て
キ
ャ

ン
プ
場
使
用
料
を
無
料
に
す

る
た
め
。

○
今
別
町
道
路
占
用
料
等
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

消
費
税
率
の
改
正
及
び
道

路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
現
行
の
三
所
在
地
区
分

を
固
定
資
産
評
価
額
の
平
均

を
基
に
、
各
市
町
村
の
地
価

の
平
均
の
降
順
に
五
区
分
に

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
一

部
改
正
す
る
た
め
。

○
今
別
町
消
防
団
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

今
別
町
消
防
団
員
の
団
員

年
報
酬
及
び
出
勤
手
当
を
改

め
る
た
め
。

そ
　
の
　
他

○
今
別
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

対
策
措
置
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
今
別
町
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
を
一
部
変
更
す
る

た
め
。

○
今
別
町
西
田
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、

対�

象
施
設　

今
別
町
西
田
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

指�

定
管
理
者　

今
別
町
西
田

町
内
会

　

会
長　

吹
田　

良
樹

指�

定
期
間　

平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月

31
日

○
今
別
町
へ
き
地
保
健
福
祉

会
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、

対�

象
施
設　

今
別
町
へ
き
地

保
健
福
祉
会
館

指�

定
管
理
者　

今
別
町
二
股

地
区
総
代　

嶋
中　

由
弘

指�

定
期
間　

平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月

31
日

○
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
数
の
減
少
及
び
青

森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
に
変
更
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
27
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
青
森
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
か
ら
青
森
地

域
広
域
消
防
事
務
組
合
を
脱

退
さ
せ
、
青
森
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
規
約
を
変

更
す
る
も
の
。

追
加
議
案

○
医
療
機
器
等
購
入
事
業
売

買
契
約
に
つ
い
て

　

医
療
機
器
購
入
売
買
契
約

を
締
結
す
る
た
め

１
．
契
約
目
的

　

医
療
機
器
等
購
入
事
業

２
．
契
約
方
法

　

指
名
競
争
入
札

３
．
契
約
金
額

　

１
７
，
７
５
５
，
２
０
０
円

４
．
契
約
相
手
方

　

�

弘
前
市
大
字
神
田
５
丁
目

８
番
地
５

　

株
式
会
社　

白
石
医
療
器

請
　
　
　
願

○
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
と
中
小
零
細
企
業
支
援
の

拡
充
を
求
め
る
請
願
書

�

（
不
採
択
）

○
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

の
閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め

る
意
見
書
採
択
の
請
願

�

（
不
採
択
）

○平成26年度一般会計及び特別会計補正予算について可決されました。

補正予算の概要� （単位：千円）

会　計　名 補正額 補正後の額 補正の主なもの

一 般 会 計 △90,021 2,762,621

駅前広場施設整備工事
� △40,000
公有財産購入費� △3,736
� 等
予備費で調整

国 保
（事業勘定） △491 576,423

番号制度国保システム
改修委託料�  △1,558
� 等
予備費で調整

国 保
（診療施設勘定） △2,500 163,484

今別診療所業務支援負担金
� △240
� 等
予備費で調整

後期高齢者医療 △1,126 58,840

後期高齢者医療特別会計保険
基盤安定負担金� △400
� 等
予備費で調整

介 護
（保険事業） 5,129 495,500

施設介護サービス給付費
負担金� 2,440
� 等
予備費で調整

介 護
（サービス事業）    21 24,119

包括センター支援システム
改修委託料� 17
� 等

簡 易 水 道 事 業 4,053 121,871

二股施設管理費配水管敷設工事
� 505
� 等
予備費で調整

予 算 関 係
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一般会計　　27億5676万6千円
特別会計　　19億8295万4千円

■一般会計歳出内訳（目的別）　　　　　　　　■一般会計歳入内訳

■特別会計 【単位：千円、％】

会　　計　　名 27年度予算額 26年度予算額 増　減　額 増　減　率

国 民 保 険（ 事 ） 605,596 548,081 57,515 10.5

国 民 保 険（ 診 療 ） 178,683 153,058 25,625 16.7

後 期 高 齢 者 医 療 54,498 58,477 △3,979 △6.8

介 護 事 業 481,702 453,045 28.657 6.3

介 護 サ ー ビ ス 17,911 17,760 151 0.9

簡 易 水 道 事 業 591,283 101,420 489,863 483.0

道 の 駅 53,281 0 53,281 皆増

合 計 1,982,954 1,331,841 793,742 48.9

用語解説
●一般会計と特別会計
　一般会計とは、町民サービスの提供をはじめとする、行政運営の基本的な経費を計上している会計です。
　特別会計は、特定の収入をもって特定の支出に充てるため一般会計と区別して経理する必要がある場合に設け
られる会計をいいます。

●自主財源と依存財源
　自主財源は、町が自主的に収入することができる財源（町税など）のことです。
　依存財源は、国や県から交付される財源（国庫支出金など）のことです。自主財源が多いほど行政活動の自主
性と安定性を確保できるとされています。

47億3972万円平成27年度
当初予算

農林水産業費
1億2,276万円（4.4％）

教育費
2億8,449万円
（10.3％）

商工費
1億415万円
（3.8％）

土木費
2億9,125万円
（10.6％）

その他
5,970万円
（2.2％）

議会費
4,665万円
（1.7％）

公債費
3億2,184万円
（11.7％）

衛生費
1億8,610万円

（6.7％）

民生費
5億4,639万円
（19.8％）

総務費
6億4,237万円
（23.3％）

消防費
1億5,107万円

（5.5％）

14億1,907万円
（51.5％）

地方譲与税
1,547万円（0.6％）

町債
3億4,841万円
（12.6％）

国・県支出金
5億95万円

（18.1％）

繰入金

1億6,264万円

（5.9％）
町税
2億536万円

（7.5％）

その他諸収入、
使用料及び手数料外
7,376万円（2.7％）

地方消費税
交付金外
3,111万円
（1.1％）

源

存

財

依
自主

財
源

地方交付税
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一般質問

町

政

を

問

う（一球入魂かぼちゃで開発された特産品）

（料理研修会時の様子）

１
．
一
次
産
業
の

活
性
化
に
つ
い
て

「
北
海
道
新
幹
線
奥
津
軽
い

ま
べ
つ
駅
」
開
業
ま
で
４
０

０
日
を
切
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
開
業
ム
ー
ド
も
盛
り
上

が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産
業

に
目
を
向
け
て
み
る
と
担
い

手
育
成
補
助
金
等
、
多
少
の

試
み
は
見
え
る
が
、
就
労
人

口
の
増
加
や
収
入
は
そ
れ
ほ

ど
増
え
て
い
な
い
。
就
労
人

口
の
多
い
水
稲
農
家
へ
の
対

策
が
不
十
分
だ
か
ら
で
は
な

い
か
。

①
農
産
物
で
の
特
産

品
開
発
は
ど
う
い
っ

た
も
の
が
あ
る
か
。

製
造
・
販
売
ま
で
含
め
た
６

次
産
業
化
が
出
来
た
農
産
物

は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
る

か
。

　

農
産
物
で
は
、
寒

締
め
ほ
う
れ
ん
草
、

一
球
入
魂
か
ぼ
ち
ゃ

の
こ
だ
わ
り
野
菜
が
あ
り
、

加
工
グ
ル
ー
プ
等
に
よ
り
特

産
物
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
一
球
入
魂
か
ぼ

ち
ゃ
を
使
っ
た
商
品
が
産
直

施
設
等
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
次
の
商
品
を
と
考
え
、

加
工
実
習
会
等
開
催
し
検
討

を
重
ね
て
い
ま
す
。

②
今
別
町
に
お
け
る

中
間
管
理
機
構
は
ど

の
よ
う
な
組
織
で
ど

う
い
う
活
動
を
し
て
い
る
の

か
。
今
後
、
今
別
町
の
農
家

に
対
し
て
ど
う
い
っ
た
役
割

を
も
つ
の
か
。

　

農
地
中
間
管
理
機

構
は
、
農
地
の
貸
し

借
り
を
行
い
規
模
拡

大
と
担
い
手
が
作
業
し
や
す

い
農
地
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
農
地
管
理
事
業
を
実
施
し
、

こ
の
業
務
の
一
部
を
町
へ
委

託
し
て
お
り
、
農
地
の
出
し

手
と
受
け
手
を
公
募
し
、
農

地
の
集
積
を
図
り
な
が
ら
農

地
の
有
効
活
用
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
状
況
は
、
出
し
手

の
浜
名
地
区
と
山
崎
地
区
で

35
名
の
方
と
１
９
・
９
ha
の

貸
付
面
積
契
約
を
済
ま
せ
て

い
ま
す
。
受
け
手
は
４
名
の

方
が
出
し
手
の
全
貸
付
面
積

を
借
り
受
け
し
、
契
約
を
済

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
農
家
に
対
し
て
の

役
割
と
し
て
経
営
転
換
す
る

場
合
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に

登
録
さ
れ
て
い
る
中
心
経
営

体
に
、
ほ
場
整
備
事
業
の
換

地
完
了
後
に
農
地
の
出
し
手

と
し
て
、
農
地
中
間
管
理
機

構
に
申
し
込
み
を
行
い
、
農

地
の
集
積
を
図
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
ほ
場
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
現
在
の

計
画
の
進
捗
状
況
、

事
業
行
程
、
ま
た
事
業
を
進

め
る
う
え
で
問
題
点
を
ど
の

よ
う
な
方
法
で
解
決
し
て
い

く
か
。　

県
の
担
当
者
を
招

き
、
発
起
人
、
町
担

当
者
、
農
家
の
関
係

者
と
勉
強
会
を
３
回
ほ
ど
開

催
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
意
見

が
多
く
出
さ
れ
、
事
業
を
推

進
す
る
こ
と
で
確
認
し
ま
し

た
。
要
望
調
査
も
終
わ
り
、

最
初
の
事
業
計
画
の
対
象
地

を
二
股
地
区
か
ら
実
施
し
ま

す
。

　

２
月
12
日
に
説
明
会
を
行

い
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
か

ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
３
月
中
に
は
、

２
回
目
の
二
股
地
区
の
説
明

会
を
予
定
し
て
お
り
、
県
の

担
当
者
も
出
席
し
、
事
業
の

実
施
用
件
を
ク
リ
ア
出
来
る

か
、
農
地
の
集
積
率
を
達
成

で
き
る
か
判
断
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
３
人
の
議
員
が
登
壇

し
、
当
面
す
る
町
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、

町
執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の

主
な
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

質　問 福
　
士
　
直
　
治 
議
員

産業建設
課　　長

質　問

産業建設
課　　長

質　問町　　長
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（着々とオープンに向け、準備が進んでいるアスクル）

①
ア
ス
ク
ル
の
完
成

後
は
従
来
の
1.5
倍
の

広
さ
に
な
り
、
同
時

に
屋
内
駐
車
場
も
開
業
す
る
。

町
長
は
、
４
月
24
日
に
新
装

開
店
す
る
と
明
ら
か
に
し
て

い
る
が
、
も
っ
と
早
く
開
店

で
き
な
い
も
の
か
。
屋
外
駐

車
場
も
同
時
開
業
す
る
の
か
。

ア
ス
ク
ル
の
増
改
築
工
事
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か　

工
事
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
工
期
が

３
月
10
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
完
成
検
査
は

ま
だ
で
す
が
、
現
場
は
終
了

し
て
い
ま
す
。
別
発
注
の
厨

房
機
器
等
の
搬
入
も
終
え
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
、

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

②
新
幹
線
工
事
も
進

捗
率
83
％
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
屋

内
・
屋
外
駐
車
場
も
完
成
し
、

残
り
は
ロ
ー
タ
リ
ー
及
び
道

路
整
備
と
な
っ
て
い
る
が
、

駅
前
周
辺
及
び
道
路
整
備
は

い
つ
頃
着
工
で
完
成
は
い
つ

か
。

　

こ
れ
ま
で
屋
内
・

屋
外
駐
車
場
が
完
成

し
、
駅
前
の
ロ
ー
タ

リ
ー
部
分
の
工
事
と
一
部
融

雪
施
設
工
事
を
残
す
だ
け
と

な
っ
て
お
り
、
10
月
頃
の
完

成
を
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
今
別
特
産
物

に
つ
い
て

①
平
成
17
年
に
わ
が

町
の
畜
産
農
家
が
肥

育
し
た
黒
毛
和
牛
が

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
、
注
目
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
現
在
今
別
町
内
で
畜
産

農
家
16
戸
の
う
ち
、
繁
殖
牛

雌
１
１
０
頭
、
そ
の
他
65
頭
、

肥
育
牛
５
頭
は
祭
り
用
と
し

て
お
願
い
し
て
い
る
。
頭
数

を
多
く
し
て
、
ア
ス
ク
ル
や

飲
食
店
で
も
提
供
で
き
な
い

も
の
か
。

　

今
年
度
か
ら
い
ま

べ
つ
牛
の
通
年
販
売

と
常
時
提
供
で
き
る

体
制
が
必
要
と
考
え
連
絡
会

議
を
設
置
し
、
準
備
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
４
月
24
日
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る

「
道
の
駅
ア
ス
ク
ル
」
で
の

提
供
を
考
え
て
お
り
、
北
海

道
新
幹
線
開
業
ま
で
に
は
、

町
内
で
の
通
年
販
売
を
考
え
、

精
肉
店
を
は
じ
め
販
売
方
法

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
町
外
に
も
販
売
提
供

で
き
る
体
制
づ
く
り
の
た
め
、

肥
育
農
家
へ
の
支
援
し
な
が

ら
、
出
荷
体
制
強
化
に
努
め

ま
す
。

②
マ
グ
ロ
と
い
え
ば
、

全
国
的
な
知
名
度
を

誇
る
大
間
マ
グ
ロ
で

す
が
、
そ
の
何
％
か
津
軽
海

峡
で
釣
り
、
大
間
漁
港
に
水

揚
げ
さ
れ
て
い
る
。
竜
飛
今

別
漁
業
協
同
組
合
に
マ
グ
ロ

漁
師
が
い
ま
す
。
今
別
町
を

訪
れ
る
観
光
客
へ
い
つ
で
も

マ
グ
ロ
、
今
別
牛
が
食
べ
ら

れ
る
と
の
ぼ
り
や
Ｐ
Ｒ
が
必

要
と
思
う
が
。

　

県
で
は
、
北
海
道

新
幹
線
「
奥
津
軽
い

ま
べ
つ
駅
」
開
業
に

向
け
て
、
年
間
を
通
し
て
の

供
給
・
販
売
で
き
る
体
制
づ

く
り
の
た
め
、
平
成
24
年
度

に
「
津
軽
海
峡
本
ま
ぐ
ろ
販

売
促
進
協
議
会
」
を
設
置
し

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
飲

食
店
へ
の
供
給
の
た
め
、
三

厩
漁
協
に
超
低
温
冷
凍
庫
を

１
．
奥
津
軽
い
ま

べ
つ
駅
前
工
事
及

び
ア
ス
ク
ル
に
つ

い
て

整
備
し
、
使
い
や
す
い
真
空

パ
ッ
ク
の
サ
ク
で
販
売
し
、

少
人
数
の
観
光
客
に
も
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。

中
　
島
　
邦
　
彦 

議
員

質　問産業建設
課　　長

質　問産業建設
課　　長質　問

町　　長質　問

産業建設
課　　長
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（開業に向け整備が進んでいるトンネル広場）

１
．
政
府
補
正
予

算
で
の
自
治
体
向

け
の
新
交
付
金
に

つ
い
て①

政
府
補
正
予
算
の

新
交
付
金
、
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援

の
た
め
の
交
付
金
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
は
、
県

及
び
市
町
村
が
実
施

す
る
、
地
域
に
お
け
る
消
費

喚
起
や
こ
れ
に
直
接
効
果
を

有
す
る
生
活
支
援
策
に
対
し
、

国
が
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
地
域
創
生
先
行
型

に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
地
方
版
総
合
戦
略

の
早
期
か
つ
有
効
な
策
定
と
、

こ
れ
に
関
す
る
優
良
施
策
等

の
実
施
に
対
し
、
国
が
支
援

す
る
も
の
で
す
。

②
政
府
予
算
の
「
新

交
付
金
」
を
住
民
生

活
と
地
域
経
済
の
支

援
に
ど
の
よ
う
な
活
用
を
考

え
て
い
る
か
。
今
別
町
に
交

付
さ
れ
る
金
額
と
そ
の
使
途

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

　

「
新
交
付
金
」
の

地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
に
つ

い
て
は
、
約
９
０
０
万
円
、

地
域
創
生
先
行
型
は
約
３
、

０
０
０
万
円
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活

支
援
型
」
に
つ
い
て
は
、
消

費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
等
町
民
は
じ
め
町

外
の
観
光
客
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
事
業
申
請
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
創
生
先
行
型

に
つ
い
て
は
、
町
長
が
掲
げ

て
い
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
等
の
各
種
事
業
申

請
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

２
．
新
幹
線
開
業

に
向
け
た
現
状
に

つ
い
て①

新
幹
線
開
業
に
向

け
た
各
種
工
事
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
（
ア
ス
ク
ル
、

駅
前
駐
車
場
、
ト
ン
ネ
ル
入

口
の
駐
車
場
や
公
園
他
）

　

青
函
ト
ン
ネ
ル
入

口
広
場
公
園
整
備
工

事
は
、
盛
土
整
地
も

終
わ
り
芝
の
植
栽
と
舗
装
工

事
を
施
工
中
で
あ
り
、
３
月

25
日
の
工
期
内
の
完
成
に
向

け
て
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

②
観
光
地
、
宿
泊
、

交
通
、
道
路
（
国
道
、

県
道
）
の
整
備
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

観
光
地
に
つ
い
て

は
、
高
野
崎
や
鋳
釜

崎
が
あ
り
、
危
険
箇

所
の
改
良
や
老
朽
化
し
た
炊

事
施
設
改
修
、
景
観
上
の
障

害
と
な
っ
て
い
る
樹
木
の
伐

採
な
ど
順
次
進
め
て
お
り
、

観
光
地
の
除
草
や
清
掃
作
業

を
行
い
快
適
な
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

交
通
に
つ
い
て

は
、
町
の
循
環
バ
ス

は
、
昨
年
９
月
、
役

場
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
バ
ス

ダ
イ
ヤ
と
運
行
コ
ー
ス
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
４
月
か
ら
町
の
循

環
バ
ス
を
Ｊ
Ｒ
三
厩
駅
前
ま

で
乗
り
入
れ
し
、
竜
飛
崎
へ

の
交
通
手
段
を
確
保
し
、
現

在
、
１
日
２
往
復
で
す
が
、

全
８
便
接
続
に
向
け
、
外
ヶ

浜
町
と
協
議
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
の
現

状
は
、
国
道
２
８
０

号
の
奥
平
部
～
砂
ヶ

森
間
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
用
地
買
収
も
終
わ
り
、

工
事
が
始
ま
り
ま
す
が
現
道

に
亀
裂
が
発
見
さ
れ
、
こ
の

工
事
が
優
先
さ
れ
る
た
め
ま

だ
時
間
が
か
か
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

県
道
に
つ
い
て
は
、「
奥

津
軽
い
ま
べ
つ
駅
」
の
交
差

点
改
良
は
３
月
末
で
完
了
す

る
が
、
引
き
続
き
交
差
点
か

ら
駅
前
ま
で
の
進
入
道
路
も

６
月
頃
ま
で
に
は
完
成
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
町
外
か
ら
の
集

客
の
確
保
に
つ
い

て
の
手
立
て
が
あ

る
か
。　

郷
土
芸
能
「
荒

馬
」
等
で
町
を
県
内

外
へ
Ｐ
Ｒ
し
、
訪
れ

た
く
な
る
町
の
魅
力
や
お
も

て
な
し
に
よ
り
集
客
に
努
め

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

３
．
27
年
度
に
向

け
た
一
次
産
業
の

施
策
に
つ
い
て

①
新
幹
線
開
業
に
あ

た
り
、
今
別
町
の
基

幹
産
業
と
し
て
、
農

林
、
畜
産
、
漁
業
の
振
興
が

特
に
逼
迫
し
た
課
題
だ
が
、

27
年
度
の
取
り
組
む
重
点
施

策
の
説
明
を
求
め
る
。

　

畜
産
振
興
で
は
、

繁
殖
牛
の
飼
育
農
家

へ
の
特
別
導
入
事
業

の
町
単
独
分
を
１
頭
増
や
し

５
頭
と
す
る
計
画
で
す
。

　

漁
業
振
興
で
は
、
引
き
続

き
ナ
マ
コ
、
ア
ワ
ビ
の
種
苗

事
業
等
の
支
援
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

県
事
業
で
は
、
人
工
礁
の

環
境
整
備
事
業
や
砂
ヶ
森
漁

港
の
船
揚
場
の
補
修
工
事
を

施
工
す
る
予
定
で
あ
り
、
ま

た
27
年
度
か
ら
新
た
に
袰
月

海
岸
の
高
潮
対
策
事
業
が
５

年
計
画
で
始
ま
り
ま
す
。

４
．
低
所
得
者
世

帯
の
生
活
支
援
に

つ
い
て①

福
祉
灯
油
の
取
り

組
み
と
現
状
と
到
達

点
の
説
明
を
求
め
る
。

　

福
祉
灯
油
助
成
は
、

１
月
８
日
か
ら
申
請

受
付
を
開
始
し
、
２

月
18
日
現
在
で
２
８
７
件
の

申
請
、
そ
の
内
、
２
６
７
件

の
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
定
対
象
者
数
は
３
６
２
件

で
、
期
日
ま
で
に
申
請
さ
れ

な
い
方
を
民
生
委
員
や
電
話

等
で
個
別
に
勧
奨
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
介
護
保
険
料
の
値

上
げ
に
伴
う
低
所
得

者
世
帯
の
減
免
制
度

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
説
明
を
求
め
る
。

　

現
在
の
保
険
料
は

５
段
階
、
改
正
後

は
９
段
階
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得
の
状
況

に
応
じ
保
険
料
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
低
所
得
者
に
対

す
る
減
額
も
所
得
に
応
じ
基

準
額
に
対
し
、
第
１
段
階
で

は
50
％
、
第
２
、
第
３
段
階

で
は
25
％
、
第
４
段
階
で
は

10
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ

れ
て
い
ま
す
。

５
．
先
の
安
倍
晋

三
首
相
の
施
政
方

針
演
説
に
つ
い
て

①
首
相
は
、
日
本
の

同
盟
国
が
先
制
攻
撃

を
受
け
た
場
合
、
集

団
的
自
衛
権
を
発
動
し
武
力

行
使
す
る
こ
と
も
排
除
し
な

い
考
え
を
示
す
な
ど
、
そ
の

危
険
性
が
一
層
鮮
明
に
な
っ

て
い
る
。
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
に
つ
い
て
町
長
の
見

解
を
求
め
る
。

　

国
の
安
全
保
障
問

題
を
含
め
、
集
団
的

自
衛
権
等
に
つ
い
て

国
会
内
で
議
論
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

今
別
町
長
と
し
て
の
発
言
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
　
江
　
　
　
奬 

議
員

町　　長

質　問企画課長

産業建設
課　　長

質　問

企画課長質　問

質　問新 幹 線
対策室長 企画課長

産業建設
課　　長質　問企画課長質　問

産業建設
課　　長質　問町民福祉

課　　長

質　問町民福祉
課　　長質　問
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【　全国町村議会議長会　】
　○自治功労15年以上

【　青森県町村議会議長会　】
　○自治功労35年以上　　　　　　　　　　○自治功労11年以上

島　中　春　光　議員
昭和51年　初当選～平成20年10月23日
平成24年　３月～　現在に至る

中　島　邦　彦　議員
平成16年　初当選し、
 現在に至る

福　士　和比古　議員
平成16年　初当選し、
 現在に至る

明　田　平　苗　議員
平成12年　初当選し、
 現在に至る

小　鹿　　　勉　議員
平成12年　初当選し、
 現在に至る

　

２
月
16
日
、
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
青
森
に
お
い
て
、

「
自
治
功
労
者
表
彰
式
」
が
開
催
さ
れ
、
永
年
勤
続
議
員
と
し

て
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
及
び
全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り

当
町
議
員
５
人
が
表
彰
さ
れ
、
３
月
定
例
会
開
会
終
了
後
、
島

中
議
長
よ
り
各
議
員
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
者
表
彰
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初代議長　大　柳　甚之助
（Ｓ31．４．１～Ｓ35．３．30）

３代議長　村　元　八太郎
（Ｓ37．９．26～Ｓ41．４．18）

２代議長　田　中　清　蔵
（Ｓ35．４．１～Ｓ37．９．25）

４代議長　小　鹿　金　蔵
（Ｓ41．４．19～Ｓ43．３．30）

　

昭
和
30
年
３
月
に
町
制
が
施
行
さ
れ
60
周
年
を
迎
え
、
当
時
の
議
員
数
は
、
29
名
で
、

人
口
の
減
少
と
と
も
に
議
員
数
も
減
り
、
現
在
は
７
名
で
す
。
今
年
度
一
年
を
通
し
て
、

歴
代
議
長
を
紹
介
し
な
が
ら
、
当
時
の
今
別
町
の
出
来
事
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
60
年
の
歴

史
を
辿
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
の
歴
史

昭
和
30
年　
　

３
月
31
日　
　

今
別
村
と
一
本
木
村
が
合
併

　
　
　
　
　
　

４
月
１
日　
　

 

袰
月
中
学
校
と
奥
平
部
中
学
校
が
統
合
し
て
今
別
町
立
袰

月
中
学
校
に
改
称

　
　
　
　
　
　

４
月
30
日　
　

初
代
町
長
に
中
井
芳
二
郎
氏
が
当
選

昭
和
31
年　
　

３
月
11
日　
　

 

初
の
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
大
柳
甚
之
助
氏
が
初

代
議
長
と
な
る

　
　
　
　
　
　

４
月
１
日　
　

 

今
別
中
学
校
と
第
一
一
本
木
中
学
校
が
統
合
し
、
今
別
中

学
校
が
発
足

昭
和
32
年　
　

４
月
１
日　
　

今
別
高
校
が
県
立
と
な
る

昭
和
33
年　
　

４
月
１
日　
　

 

大
泊
小
学
校
と
袰
月
小
学
校
が
統
合
し
て
大
泊
小
学
校
が

発
足

　
　
　
　
　
　

12
月
24
日　
　

 

今
別
小
学
校
・
中
学
校
校
舎
焼
失

昭
和
34
年　
　

４
月
30
日　
　

 

町
長
選
挙
で
中
嶋
久
吉
氏
が
２
代
町
長
に
当
選

　
　
　
　
　
　

５
月
６
日　
　

 

本
覚
寺
の
青
銅
塔
婆
が
県
重
宝
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　

12
月
23
日　
　

 

今
別
小
学
校
校
舎
が
現
在
地
に
新
築
移
転

昭
和
35
年　
　

２
月
20
日　
　

 

今
別
中
学
校
校
舎
が
山
崎
１
０
７
番
地
に
新
築
移
転

　
　
　
　
　
　

３
月
22
日　
　

 

町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
２
代
議
長
に
田
中
清
蔵
氏

と
な
る

　
　
　
　
　
　

４
月
１
日　
　

 

奥
平
部
小
学
校
と
砂
ヶ
森
小
学
校
が
統
合
し
開
智
小
学
校

が
発
足

　
　
　
　
　
　

５
月
24
日　
　

チ
リ
地
震
に
よ
る
津
波
が
押
し
寄
せ
る

昭
和
36
年　
　

８
月
１
日　
　

今
別
町
連
合
婦
人
会
が
結
成
さ
れ
る

昭
和
37
年　
　

４
月
１
日　
　

県
立
今
別
高
校
が
全
日
制
と
な
る

　
　
　
　
　
　

９
月
26
日　
　

３
代
議
長　

村
元
八
太
郎
氏
と
な
る

昭
和
38
年　
　

２
月　
　
　
　

今
別
町
荒
馬
保
存
会
が
結
成

　
　
　
　
　
　

４
月
30
日　
　

丸
山
元
三
郎
氏
３
代
町
長
に
当
選

昭
和
39
年　
　

３
月
３
日　
　

町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

８
月
31
日　
　

今
別
町
立
中
央
公
民
館
落
成

昭
和
40
年　
　

12
月
25
日　
　

町
章
制
定

昭
和
41
年　
　

１
月
９
日　
　

高
野
崎
灯
台
に
初
点
灯

　
　
　
　
　
　

４
月
19
日　
　

４
代
議
長　

小
鹿　

金
蔵
氏
と
な
る

昭
和
42
年　
　

４
月
30
日　
　

丸
山
元
三
郎
氏
４
代
町
長
無
投
票
当
選

特
集
　
町
制
60
周
年
を
記
念
し
て
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議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
：
福
士
和
比
古

副
委
員
長
：
入
江　
　

奬

委　
　

員
：
福
士　

直
治

編

集

後

記

　
　
春
夏
秋
冬

　

長
い
厳
し
い
冬
が
過
ぎ
、
待

ち
に
ま
っ
た
春
が
来
た
。

　

可
愛
い
ふ
き
の
と
う
が
、

あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
顔
を
出
し
て

い
る
。

　

冬
が
厳
し
け
れ
ば
厳
し
い
ほ

ど
、
春
は
愛
お
し
い
。

　

「
今
年
も
ま
た
咲
い
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
」
と
、
思
わ

ず
、
声
を
掛
け
る
。

　

や
が
て
桜
も
咲
い
て
、
桜
花

爛
漫
の
春
が
来
る
。

　

幸
せ
な
人
生
を
掴
み
取
る
た

め
に
は
、
厳
し
い
冬
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
必
要
な
ん
だ
。

　

自
身
に
叱
咤
激
励
し
な
が

ら
、
ま
た
頑
張
ろ
う
。

　

来
年
は
待
ち
に
待
っ
た
新
幹

線
が
く
る
。

　

乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
、
今

か
ら
チ
ケ
ッ
ト
を
予
約
し
て
お

こ
う
か
な
。

　
　
　

議
会
広
報
委
員
長

 

福
士　

和
比
古

議会を傍聴しませんか
町の動きを知るよい機会です。
多くの方が町政に関心を持ち、

議会を傍聴することが議会活性化の一つです。
みなさんの傍聴をお待ちしております。
（詳しくは　議会事務局まで）

ＴＥＬ　０１７４－３５－２００１

人事異動のお知らせ
平成27年３月31日付
定年退職
議会事務局長　　宮　本　正　道
　
平成27年４月１日付
議会事務局長　　藤　巻　秀　幸
（教育課より）

県
選
出
国
会
議
員
表
敬
訪
問

１
月 

 

　

９
日　

東
郡
議
長
会　

事
務
局
長
会
議　

（
青
森
市
）

　

16
日　

 

平
成
26
年
度
今
別
町
褒
賞
授
与
式
及
び
平
成
27

年
今
別
町
新
年
会

　

19
日　

東
郡
議
長
会　

役
員
会
議　

（
青
森
市
）

　

20
日　

例
月
出
納
検
査

　

21
日　

議
会
広
報
委
員
会

　

22
日　

 

平
成
26
年
度
今
別
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
授

与
式

　

23
日　

議
会
広
報
委
員
会

　

23
日　

第
29
回
今
別
町
ふ
れ
あ
い
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

27
日　

全
員
協
議
会

　
２
月 

　

１
日　

今
別
町
消
防
団
出
初
式

　

２
日　

東
郡
議
長
会　

事
務
局
長
会
議

　
　
　
　

（
青
森
市
）

　

16
日　

県
議
長
会　

自
治
功
労
者
表
彰

　
　
　
　

式
（
青
森
市
）

　

17
日
～
18
日　

 

県
選
出
国
会
議
員
表
敬

　
　
　
　

訪
問
（
東
京
都
）

　

19
日　

全
員
協
議
会

　

20
日　

例
月
出
納
検
査

　
３
月 

　

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

５
日　

 

い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
・

　
　
　
　

健
康
宣
言
大
会

　
　
　
　

（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　

６
日
～
11
日　

第
４
１
９
回
３
月

　
　
　
　

定
例
会　

開
会

　

14
日　

 

青
森
公
立
大
学
学
位
授
与

　
　
　
　

式
（
青
森
公
立
大
学
）

　

19
日　

議
会
広
報
委
員
会

　

20
日　

例
月
出
納
検
査

議　

会　

の　

動 

き

27
年
₁
月
₁
日
～
₃
月
31
日

　

去
る
２
月
17
日
、
県
選
出

国
会
議
員
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
私
た
ち
が
訪

問
し
た
際
、
衆
議
院
本
会
議

が
始
ま
る
直
前
で
し
た
が
、

県
選
出
国
会
議
員
と
懇
談
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
国
会
議
員
の
表
敬

訪
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

幹
線
開
業
に
向
け
て
、
県
選

出
国
会
議
員
に
、
今
別
で
取

り
組
ん
で
い
る
内
容
等
を
意

見
交
換
し
、
今
後
の
取
り
組

み
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
国
会
が
開
会
中

で
、
本
会
議
を
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
入
江　

奨
）
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